
岡山県公安委員会告示第５９号 

  警備業法（昭和４７年法律第１１７号。以下「法」という。）第２３条第１項の規定により、警

備員等の検定を次のとおり実施する。 

    令和７年５月９日 

                                         　　　 　　  岡　山　県　公　安　委　員　会 

１　検定を実施する警備業務の種別等 

 (1)　学科試験 

種別及び級 実施期日及び時間 実施場所 定員

交通誘導警備   ３０人

業務１級 令和７年８月１日（金曜日） 岡山市北区内山下二丁目４番６号 

午前９時から午前１１時まで 岡山県警察本部 

交通誘導警備 ３０人

業務２級

 (2)  実技試験 

 

 種別及び級 実施期日及び時間 実施場所

 

 交通警備警備   

 業務１級 令和７年９月６日（土曜日） 岡山市北区御津中山４４４番地３ 

 午前１０時から午後５時まで 岡山県運転免許センター

交通誘導警備

業務２級

２　検定対象者 

  (1)　交通誘導警備業務１級に係る検定

　　　県内に住所を有する者又は県内の営業所に属する警備員で県外に住所を有するもののうち、

　　次のいずれかに該当するもの 

　　ア　警備員等の検定等に関する規則（平成１７年国家公安委員会規則第２０号）第４条に規定

　　　する２級の検定（交通誘導警備業務に係るものに限る。）に係る法第２３条第４項の合格証

　　　明書（以下「合格証明書」という。）の交付を受けている者であって、当該合格証明書の交

　　　付を受けた後、当該種別の警備業務に従事した期間が一年以上であるもの 

　　イ　都道府県公安委員会がアに掲げる者と同等以上の知識及び能力を有すると認める者 

 (2)　交通誘導警備業務２級に係る検定 

　　　県内に住所を有する者又は県内の営業所に属する警備員で県外に住所を有するもの 



３　検定の科目 

種別及び級  試 験 区 分 科　　　　　　　　　　　　　　　　　　目

交通誘導警備 学 科 試 験 ○　警備業務に関する基本的な事項 

業務１級 ○　法令に関すること。 

○　車両等の誘導に関すること。 

○　交通誘導警備業務の管理に関すること。 

○　工事現場その他人又は車両の通行に危険のある場所におけ

　る負傷等の事故が発生した場合における応急の措置に関する

　こと。

実 技 試 験 ○　車両等の誘導に関すること。 

○　交通誘導警備業務の管理に関すること。 

○　工事現場その他人又は車両の通行に危険のある場所におけ

　る負傷等の事故が発生した場合における応急の措置に関する

　こと。

交通誘導警備 学 科 試 験 ○　警備業務に関する基本的な事項 

業務２級 ○　法令に関すること。 

○　車両等の誘導に関すること。 

○　工事現場その他人又は車両の通行に危険のある場所におけ

　る負傷等の事故が発生した場合における応急の措置に関する

　こと。

実 技 試 験 ○　車両等の誘導に関すること。 

○　工事現場その他人又は車両の通行に危険のある場所におけ

　る負傷等の事故が発生した場合における応急の措置に関する

　こと。

４　提出書類 

 (1)　交通誘導警備業務１級に係る検定 

　　ア　所定の様式による検定申請書　１通 

　　イ　写真　２枚（縦の長さ３センチメートル、横の長さ２．４センチメートル、申請前６か月

　　　以内に撮影した無帽、正面、上三分身、無背景のもので、その裏面に氏名及び撮影年月日を

　　　記入したもの）　　　 

　　ウ　その他 

　　 (ｱ)　２(1)アに該当する者 

　　　　　合格証明書の写し及び当該種別の警備業務に従事していたことを証明する警備業者等の

　　　　作成に係る書面　各１通 

　　 (ｲ)　２(1)イに該当する者 



　　　　　都道府県公安委員会が２(1)アに掲げる者と同等以上の知識及び能力を有する者と認め

　　　　る書面の写し　１通 

　　 (ｳ)　県内に住所を有する者 

　　　　　住所地が県内にあることを疎明する書類　１通 

　　 (ｴ)　県内の営業所に属する警備員で県外に住所を有するもの 

　　　　　従事する警備業者の営業所が県内にあることを疎明する書類　１通 

 (2)　交通誘導警備業務２級に係る検定 

　　ア　所定の様式による検定申請書　１通 

　　イ　写真　２枚（縦の長さ３センチメートル、横の長さ２．４センチメートル、申請前６か月

　　　以内に撮影した無帽、正面、上三分身、無背景のもので、その裏面に氏名及び撮影年月日を

　　　記入したもの） 

　　ウ　その他　 

     (ｱ)　県内に住所を有する者 

　　　  　住所地が県内にあることを疎明する書類　１通 

　　 (ｲ)　県内の営業所に属する警備員で県外に住所を有するもの 

　　　　　従事する警備業者の営業所が県内にあることを疎明する書類　１通 

５　検定申請手続 

 (1)　提出先 

 　 ア　県内に住所を有する者 

　　　  住所地を管轄する警察署の生活安全課又は生活安全第一課若しくは生活安全刑事課 

    イ　県内の営業所に属する警備員で県外に住所を有するもの 

　　  　営業所の所在地を管轄する警察署の生活安全課又は生活安全第一課若しくは生活安全刑事

 　　　課

　　  　なお、郵送又は信書便による申請及び代理人による申請は、認めない。 

 (2)　提出期間 

      令和７年６月１６日（月曜日）から同月２０日（金曜日）までの午前８時３０分から正午ま

    で及び午後１時から午後４時３０分まで。ただし、申請順に受け付け、定員に達したときは、

　　提出期間内であっても受付を締め切る。 

６　検定手数料 

 (1)　交通警備業務１級に係る検定 

　　　１４，０００円 

 (2)　交通誘導警備業務２級に係る検定 

　　　１４，０００円 

    　（注）　受講申込書を提出する警察署の手数料収納窓口において、受講申込時に納付するこ



　　　　　　と。 

　　　　　　  なお、検定手数料は、納付後は返還しない。 

７　受検票の交付 

　　検定申請者に対して、検定申請書を提出した警察署において交付する。 

８　問い合わせ先 

 (1)　岡山県警察本部生活安全部生活安全企画課 

      電話（０８６）２３４－０１１０　内線３０３５・３０３６ 

 (2)　県内の各警察署の生活安全課又は生活安全第一課若しくは生活安全刑事課 

９　その他 

 (1)　学科試験については、検定当日の午前８時３０分から受付を開始するので、検定申請者は、

　　午前９時までに受検票を係員に示して受付を終えること。 

 (2)　学科試験の受検に際しては、筆記用具を持参すること。 

 (3)　学科試験に合格した者に対しては実技試験の受検について別途指示し、学科試験に合格しな

　　かった者に対しては実技試験は行わない。 


